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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 12,007 △22.7 401 △59.0 453 △66.2 281 △53.5
21年3月期第2四半期 15,527 ― 980 ― 1,343 ― 606 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 11.09 ―
21年3月期第2四半期 22.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 42,292 33,931 80.2 1,339.58
21年3月期 44,309 33,727 76.1 1,325.51

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  33,909百万円 21年3月期  33,698百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
22年3月期 ― 8.00
22年3月期 

（予想）
― 8.00 16.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,550 △2.3 1,710 △17.6 1,980 △14.9 1,150 △10.1 45.43
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想については、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と
異なる場合があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 27,829,486株 21年3月期  27,829,486株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  2,516,102株 21年3月期  2,406,338株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 25,401,997株 21年3月期第2四半期 26,441,890株
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定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策により公共投資が堅調に推移し、個人消費も持

ち直しの動きが見られ、また企業収益の減少が緩やかなテンポになるなど全体としては、景気は最悪期を脱したよう

に見られましたが、設備投資が依然減少傾向で推移し、失業率も過去最高水準になるなど引き続き厳しい状況が続き

ました。 

海外におきましても、アジアを中心に一部持ち直しの動きが見られましたが、景気は依然後退局面にありました。

このような状況の中で当社グループは、主力の建設機械市場向け水中ポンプの売上は、住宅建設など民間市場の冷

え込み等の影響を受け、引き続き低調に推移しました。設備機器市場におきましては、経済対策としての補正予算に

よる公共投資の受注増加などもありましたが、民間設備投資が低迷する中で、やはり厳しい状況で推移しました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は12,007百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ3,520百万

円（22.7％）の減収、営業利益は401百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ578百万円（59.0％）の減益、経常利

益は453百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ890百万円（66.2％）の減益、四半期純利益は281百万円と前年同

四半期連結累計期間と比べ324百万円（53.5％）の減益となりました。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期末の総資産は42,292百万円と前連結会計年度末に比べ2,017百万円減少しました。  

これは、主に資産の部における受取手形及び売掛金の減少と、負債の部における支払手形及び買掛金の減少による

ものであります。 

純資産につきましては、当第２四半期末現在33,931百万円と前連結会計年度末に比べ204百万円増加しました。 

これは、主にその他有価証券評価差額金の増加によるものであります。 

これらの結果、自己資本比率は80.2％と前連結会計年度末に比べ4.1％改善いたしました。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想につきましては、景気低迷が長期化し、当社の主力市場においては今後も厳しい状況が続くと予想さ

れるものの、現時点では平成21年７月31日に発表しました数値の見直しは行っておりません。 

  

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

固定資産の減価償却費の算定方法  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、すべての工事について工事完成基準を適用しておりました

が、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、

当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果

の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事に

ついては工事完成基準を適用しております。 

この変更に伴う売上高及び損益に与える影響はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,320 2,508

受取手形及び売掛金 9,073 12,521

有価証券 994 1,118

商品 468 614

補修部品 332 320

製品 1,612 2,187

半製品 940 1,001

仕掛品 1,232 1,064

原材料及び貯蔵品 902 1,082

その他 760 931

貸倒引当金 △43 △74

流動資産合計 20,593 23,276

固定資産   

有形固定資産   

土地 6,627 6,638

その他（純額） 4,142 3,986

有形固定資産合計 10,770 10,625

無形固定資産 604 646

投資その他の資産   

投資有価証券 8,745 8,081

その他 1,652 1,778

貸倒引当金 △75 △98

投資その他の資産合計 10,322 9,761

固定資産合計 21,698 21,033

資産合計 42,292 44,309
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,410 4,587

1年内償還予定の社債 1,000 1,000

未払法人税等 141 391

賞与引当金 459 506

その他 1,643 1,390

流動負債合計 5,655 7,876

固定負債   

社債 2,000 2,000

退職給付引当金 262 272

役員退職慰労引当金 163 154

その他 279 278

固定負債合計 2,705 2,705

負債合計 8,360 10,581

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,188 5,188

資本剰余金 7,896 7,896

利益剰余金 23,923 23,844

自己株式 △2,229 △2,156

株主資本合計 34,778 34,773

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △335 △603

為替換算調整勘定 △533 △471

評価・換算差額等合計 △869 △1,075

少数株主持分 22 28

純資産合計 33,931 33,727

負債純資産合計 42,292 44,309
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 15,527 12,007

売上原価 10,953 8,385

売上総利益 4,574 3,621

販売費及び一般管理費 3,594 3,219

営業利益 980 401

営業外収益   

受取利息 193 118

受取配当金 48 41

持分法による投資利益 － 58

為替差益 150 －

その他 61 66

営業外収益合計 454 284

営業外費用   

支払利息 41 26

為替差損 － 143

課徴金等 29 －

その他 20 63

営業外費用合計 90 232

経常利益 1,343 453

特別損失   

投資有価証券評価損 268 －

税金等調整前四半期純利益 1,074 453

法人税、住民税及び事業税 507 142

過年度法人税等戻入額 △477 －

法人税等調整額 438 28

法人税等合計 467 171

少数株主利益 0 0

四半期純利益 606 281
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（３）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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